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研究成果の概要 

動物が共生する多種多様な微生物から構成される微生物叢は、宿主に大きな影響を与える。しかし、

多様な微生物種のうちどの種が中心的な役割を担うか、微生物種間や微生物と宿主の間でどのような相

互作用が生じているか、そして、微生物の中でも特に共生酵母がどのような役割を担うかについては、不

明な点が多く残されている。 

ショウジョウバエの共生微生物叢は哺乳類に比べてはるかにシンプルで、容易に無菌個体を作製でき

るなど数々の利点を持つ。そのため、ショウジョウバエが実験室で共生する酢酸菌や乳酸菌などの共生細

菌の研究が盛んに行われてきた。一方で、研究担当者は自然界での共生微生物叢に着目している。野

生のショウジョウバエの幼虫は酵母や細菌により発酵した果物を食べて成長する。未発酵の果物を与えて

も無菌の幼虫は全く成長できないことから、発酵した果物に存在する微生物は栄養供給源として、幼虫の

成長に必須の役割を担っている。しかし、その実態や分子機構は明らかとなっていない。そこで、本研究

では、微生物叢を構成する酵母や細菌のうち、どの種がどのような機構で幼虫への栄養素供給に貢献す

るかを解明することを目指す。 

フェーズ１における研究では、野外採取した餌と無菌幼虫を用いた解析によって、幼虫の成長に中心

的な役割を担う種や微生物間の協力関係、さらに、特定の酵母種による栄養素供給機構の一端を明らか

にした (Mure et al., eLife, 2023)。その結果をふまえて当該年度は、微生物種によって幼虫の成長を支え

る能力に大きな差がある機構の解明に向けて、微生物の分子遺伝学的な解析を開始した。具体的には、

非モデル生物である複数種のショウジョウバエ共生微生物について、遺伝子操作の条件検討や系統作製

を進めた。また、先行研究で作製された微生物株を利用して、新規実験系の確立に向けた条件検討も行

った。 
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